
　

本
書
は
一
九
八
〇
〜
九
〇
年
代
の
漁
業
経
済
研

究
史
の
総
括
と
実
態
分
析
に
よ
り
漁
業
経
済
研
究

の
課
題
を
追
求
し
た
意
欲
的
労
作
で
あ
る
。

　

全
体
は
序
章
、
終
章
を
含
め
て
十
三
章
か
ら
な

り
、
章
建
て
は
、「
漁
業
経
済
研
究
の
潮
流
と
課

題
」、「
水
産
物
消
費
・
需
要
論
の
分
析
視
角
」、

「
日
本
漁
業
の
国
際
化
」、「
二
〇
〇
海
里
体
制
下

の
水
産
物
貿
易
」、「
韓
国
の
水
産
物
輸

出
」、「
水
産
食
料
問
題
」、「
外
国
人
労

働
力
の
雇
用
」、「
公
海
漁
業
の
帰
趨
」、

「
鯨
類
資
源
の
管
理
」、「
海
洋
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
と
漁
業
」、「
ボ
ー
ダ
ー
レ

ス
経
済
下
の
マ
グ
ロ
漁
業
」
と
な
っ
て

い
る
。
内
容
は
多
岐
、
構
造
的
に
構
成
さ
れ
て
お

り
、
全
般
的
な
視
点
は
国
際
化
が
進
行
す
る
中
で

の
新
た
な
日
本
漁
業
へ
の
模
索
と
い
う
流
れ
で
貫

か
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
著
者
の
問
題
意
識
は
、

歴
史
的
、
国
際
的
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
く
こ
と

は
勿
論
、
海
洋
環
境
の
悪
化
に
と
も
な
う
持
続
型

漁
業
の
あ
り
方
、
さ
ら
に
は
新
農
業
基
本
法
等
に

よ
り
見
直
し
に
取
組
ん
で
い
る
同
じ
第
一
次
産
業

の
農
業
に
も
広
が
っ
て
い
る
。

　

著
者
は
現
在
、
漁
業
基
本
法
の
必
要
性
も
含
め

て
基
本
的
な
日
本
漁
業
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
る
水
産
基
本
政
策
検
討
会
の
座
長
の
任
に

も
あ
り
、
そ
こ
で
の
問
題
意
識
が
切
々
と
伝
わ
っ

て
も
く
る
。

　

水
産
業
に
つ
い
て
門
外
漢
の
筆
者
に
論
評
す
る

能
力
は
な
い
が
、
本
書
の
中
で
強
烈
な
印
象
を
受

け
た
い
く
つ
か
の
点
を
と
り
あ
げ
て
み
る
。

　

ま
ず
第
一
点
は
第
一
章
の
日
本
漁
業
の
成
長
メ

カ
ニ
ズ
ム
か
ら
国
際
化
へ
の
移
行
に
関
す
る
論
述

の
中
で
、
実
態
把
握
の
成
果
と
残
さ
れ
た
課
題
を

整
理
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
に
対
し
て

現
状
分
析
に
名
を
借
り
た
行
政
追
随
的
調
査
・
レ

ポ
ー
ト
が
多
く
、
か
つ
問
題
意
識
に
乏
し
く
全
体

へ
の
位
置
づ
け
を
見
失
っ
た
個
別
研
究
へ
の
埋
没

が
見
ら
れ
る
、
と
の
手
厳
し
い
批
判
を
展
開
し
て

い
る
。
単
な
る
研
究
の
た
め
の
研
究
で
あ
っ
て
は

な
ら
ず
、
あ
く
ま
で
日
本
漁
業
の
建
て
直
し
を
常

に
念
頭
に
お
い
て
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
の
あ
る
研
究
な

り
外
部
活
動
の
必
要
性
を
強
調
し
て
い
る
の
は
著

者
な
ら
で
は
の
感
が
あ
る
。

　

第
二
点
が
農
業
と
対
比
し
て
の
水
産
業
の
位
置

づ
け
に
関
す
る
議
論
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
世
界
最

大
の
水
産
物
輸
入
国
で
あ
り
、
魚
介
類
の
自
給
率

が
六
〇
％
（
平
成
九
年
）
の
我
が
国
で
、
食
料
の

安
全
保
障
や
自
給
率
向
上
と
い
っ
た
観
点
か
ら
こ

れ
を
支
援
し
て
い
く
こ
と
は
で
き
な
い
の
か
、
水

産
業
に
よ
る
海
水
面
活
用
を
環
境
保
全
機
能
と
結

び
付
け
て
評
価
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
か
、
日

本
型
食
生
活
と
は
何
か
等
の
問
題
提
起
で
あ
る
。

同
じ
第
一
次
産
業
で
は
あ
り
な
が
ら
農
業
と
同
一

に
は
論
じ
ら
れ
な
い
部
分
を
も
つ
が
、
学
者
と
し

て
の
厳
密
な
議
論
を
展
開
し
つ
つ
も
、
閉
塞
状
態

に
あ
る
水
産
業
の
現
状
、
さ
ら
に
は
こ
れ
に
関
係

す
る
学
者
・
研
究
者
等
の�
森
を
見
な
い�
議
論

が
多
い
中
、
こ
う
し
た
状
況
か
ら
突
破
す
る
糸
口

を
農
業
を
め
ぐ
る
議
論
・
政
策
動
向
の
中
に
探
る

な
ど
、
注
目
す
べ
き
課
題
を
提
起
し
て
い
る
。

　

第
三
点
が
、
遠
洋
漁
業
の
縮
小
か
ら
相
対
的
に

重
要
性
を
増
し
て
い
る
一
方
で
、
漁
場

汚
染
・
老
化
、
魚
病
の
多
発
等
を
招
い

て
き
た
魚
類
養
殖
の
持
続
性
確
保
に
関

す
る
提
言
で
あ
る
。「
海
は
養
殖
業
者
の

私
的
占
有
物
で
は
な
く
、
国
民
の
共
有

財
産
で
あ
る
。
漁
場
の
環
境
容
量
に
見

合
っ
た
適
正
養
殖
基
準
の
堅
持
」
が
必
要
で
あ
る

と
し
て
、今
般
成
立
し
た
持
続
的
養
殖
確
保
法
、い

わ
ゆ
る
養
殖
新
法
に
大
き
な
期
待
を
寄
せ
て
い
る
。

　

あ
わ
せ
て
川
上
は
勿
論
、
流
通
・
加
工
の
川
中
・

川
下
、
最
終
消
費
を
も
含
ん
だ
フ
ー
ド
シ
ス
テ
ム

的
思
考
、
さ
ら
に
は
海
洋
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を

も
包
摂
し
た
漁
業
振
興
の
必
要
性
を
訴
え
て
い
る
。

　

時
宜
を
捉
え
た
、
読
み
応
え
の
あ
る
本
で
あ
り
、

あ
ら
た
め
て
水
産
業
の
抱
え
る
問
題
点
の
根
深
さ
、

難
し
さ
を
も
教
え
て
く
れ
る
。

（
一
九
九
九
年
二
月
、
三
四
一
頁
、
三
、九
〇
〇
円
）

（
蔦
谷　

栄
一
）
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『
二
〇
〇
海
里
体
制
下
の
漁
業
経
済

　
　
　　　　　　　　       　
研
究
の
軌
跡
と
焦
点
』
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）


